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(百万円未満切捨て)

１．2024年２月期第３四半期の連結業績（2023年２月21日～2023年11月20日）
（１）連結経営成績(累計) （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年２月期第３四半期 12,024 △9.5 399 △9.6 386 △22.5 584 38.4

2023年２月期第３四半期 13,280 2.4 442 - 497 - 422 -

(注) 包括利益 2024年２月期第３四半期 584百万円 (38.4％) 2023年２月期第３四半期 422百万円 ( -％)

　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年２月期第３四半期 48.58 40.23

2023年２月期第３四半期 35.19 31.57
　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年２月期第３四半期 8,977 1,815 20.1

2023年２月期 8,769 1,245 14.1

(参考) 自己資本 2024年２月期第３四半期 1,801百万円 2023年２月期 1,232百万円

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

　2023年２月期 - 0.00 - 0.00 0.00

　2024年２月期 - 0.00 -

　2024年２月期(予想) 0.00 0.00

(注) １.直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

２.上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株

式（非上場）の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

　

３．2024年２月期の連結業績予想（2023年２月21日～2024年２月20日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 16,700 △4.6 650 23.3 620 6.8 750 33.5 62.36

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

　

　



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

　 新規 ＿社 (社名) 、除外 ＿社 (社名)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年２月期３Ｑ 12,051,384株 2023年２月期 12,051,384株

② 期末自己株式数 2024年２月期３Ｑ 24,418株 2023年２月期 24,116株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年２月期３Ｑ 12,027,116株 2023年２月期３Ｑ 11,997,858株

　

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

　

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではなく、実際の業績等は様々な要因

により大きく異なる可能性があります。

　

　



種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

Ａ種優先株式
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年２月期 - - - 55,000.00 55,000.00

2024年２月期 - - -

2024年２月期(予想) 55,000.00 55,000.00

　



パレモ・ホールディングス株式会社(2778) 2024年２月期 第３四半期決算短信

1

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………２

（４）継続企業の前提に関する重要事象等 ………………………………………………………………３

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………４

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………４

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………６

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………８

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………８

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………８

（追加情報） ……………………………………………………………………………………………８

　



パレモ・ホールディングス株式会社(2778) 2024年２月期 第３四半期決算短信

2

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済活動の正常化に伴い各種イベントの復活が相
次ぐなどリバウンド需要が高まりを見せ、個人消費は緩やかな回復が続いております。またコロナ前の
９割にまで回復が進むインバウンド需要にも支えられ、景気は回復基調となりました。一方で、ウクラ
イナ侵攻、パレスチナ紛争などの世界情勢の不安定化リスクやエネルギー価格の高騰のほか、円安によ
る物価の上昇など、消費者の節約志向の高まりが懸念されるなど、先行きは不透明な状況で推移しまし
た。
このような環境の中、当社グループにおきましては、「中期経営計画」（事業再構築計画）の２年目

として、安定的な収益の２本柱体制（アパレル、雑貨）を確立するための事業構造改革をさらに推進さ
せるとともに、安定売上確保のための仕入れ・在庫管理を行うガバナンス体制の強化を推し進めており
ます。
当第３四半期連結累計期間におきましては、新型コロナの感染症法上の位置づけが５類に引き下げら

れたことで、各種イベントの復活、外出機会の増加などからリバウンド需要が高まり、経済活動の正常
化とともにアパレルを中心に業績の改善が進行しました。また、春先や夏場にかけては、例年以上に気
温が高く推移し、夏物、盛夏物を中心に販売が拡大する一方で、秋シーズンに入ってからは、過去の記
録を上回る高温が続いたことで秋物、初冬商品の販売が伸びなかったほか、前年に需要の高かった衛生
商品等の販売が大幅に縮小したことで、客数の落ち込みが大きく、苦戦傾向となりました。このような
状況から、全社の既存店売上高前年比は、98.4％となりました。
店舗の出退店におきましては、新規に16店舗を出店し、15店舗を退店した結果、当第３四半期連結累

計期間末の店舗数は、284店舗となりました。以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高
は120億24百万円（前年同期比9.5％減）、営業利益３億99百万円（前年同期比9.6％減）、経常利益は
３億86百万円（前年同期比22.5％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益におきましては、店舗の賃
貸借契約の解約等に伴う補償金を特別利益に計上したことにより５億84百万円（前年同期比38.4％増）
となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）
　当第３四半期連結会計期間末の総資産は89億77百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億８百万円
増加しました。これは主に、季節的要因による預け金１億46百万円、商品４億32百万円が増加、現金及
び預金２億40百万円、退店に伴う差入保証金１億40百万円の減少によるものであります。

（負債）
　当第３四半期連結会計期間末の負債は71億62百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億60百万円減
少しました。これは主に、借入金５億70百万円の返済によるものであります。

（純資産）
　当第３四半期連結会計期間末の純資産は18億15百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億69百万円
増加しました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴う利益剰余金５億84百万円
の増加によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当連結会計年度の業績予想につきましては、2023年９月29日公表の数値から変更はありません。
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（４）継続企業の前提に関する重要事象等

当社グループは、前連結会計年度においては、2022年３月に策定した事業再構築計画に基づき、事業

構造改革や経費削減を遂行した結果、営業利益５億27百万円、経常利益５億80百万円、親会社株主に帰

属する当期純利益５億62百万円を計上しておりますが、依然として、流動負債合計が流動資産合計を上

回る状況が継続しており、金融機関との支援状況によっては資金繰りに重要な懸念が発生する可能性が

あることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象及び状況が存在していると認識し

ております。

この状況を解消すべく、事業再構築計画に基づき赤字店舗の閉店を行い、同時に経費削減策として、

人件費の減額、賃料減額の交渉、店舗毎の売上状況に応じた適正な人員配置、店舗費用の効率化及び本

部・本社費用の削減などの取り組みを実施しております。各金融機関とは定期的に「事業再構築計画」

の進捗について詳細の説明、協議の場を設けるなど、理解を得ながら緊密な関係を維持しております。

また、2023年５月12日に実施しましたバンクミーティングにおいて、2023 年５月19日を期限としてい

た借入金のうち、５億70百万円を各金融機関の融資残高に応じて均等に返済した上で、返済後の融資残

高を2024年５月20日まで引き続き維持していただく旨、全金融機関から同意を得ております。

従いまして、今後も計画が達成される限りにおいては、運転資金及び投資資金を十分に賄える状況と

の認識から、現時点においては、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないものと判断し

ております。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年２月20日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年11月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,044,721 2,804,264

売掛金 138,203 202,492

預け金 661,419 807,501

商品 1,455,424 1,887,567

貯蔵品 23,027 22,224

１年内回収予定の差入保証金 250,932 160,183

その他 36,112 50,874

流動資産合計 5,609,841 5,935,109

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 804,369 786,828

工具、器具及び備品（純額） 122,905 103,347

建設仮勘定 220 -

有形固定資産合計 927,494 890,175

無形固定資産

ソフトウエア 61,895 41,525

その他 541 541

無形固定資産合計 62,436 42,067

投資その他の資産

投資有価証券 4,800 4,800

長期前払費用 25,782 24,075

差入保証金 2,000,365 1,950,215

繰延税金資産 139,733 134,932

その他 3,984 1,658

貸倒引当金 △5,411 △5,321

投資その他の資産合計 2,169,253 2,110,360

固定資産合計 3,159,184 3,042,602

資産合計 8,769,026 8,977,711
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2023年２月20日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年11月20日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 635,889 974,670

電子記録債務 1,874,507 1,874,437

設備関係電子記録債務 11,479 24,132

短期借入金 2,350,000 1,875,991

１年内返済予定の長期借入金 1,137,500 1,041,473

未払金 122,515 114,122

未払費用 493,949 488,280

未払法人税等 13,327 9,699

未払消費税等 165,034 5,347

預り金 86,200 90,811

賞与引当金 22,200 46,000

資産除去債務 43,906 32,613

その他 3,056 11,104

流動負債合計 6,959,566 6,588,683

固定負債

資産除去債務 553,778 565,066

長期未払金 10,171 8,817

固定負債合計 563,950 573,883

負債合計 7,523,516 7,162,567

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 2,249,217 2,234,642

利益剰余金 △1,111,874 △527,611

自己株式 △5,000 △5,052

株主資本合計 1,232,342 1,801,977

新株予約権 13,166 13,166

純資産合計 1,245,509 1,815,144

負債純資産合計 8,769,026 8,977,711
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年２月21日
　至 2022年11月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年２月21日
　至 2023年11月20日)

売上高 13,280,842 12,024,187

売上原価 6,280,250 5,731,552

売上総利益 7,000,592 6,292,634

販売費及び一般管理費 6,558,392 5,892,723

営業利益 442,200 399,911

営業外収益

受取利息 115 12

債務勘定整理益 7,538 17,324

貸倒引当金戻入額 77,558 90

その他 7,052 3,139

営業外収益合計 92,265 20,566

営業外費用

支払利息 34,479 31,277

その他 1,994 3,135

営業外費用合計 36,473 34,412

経常利益 497,992 386,065

特別利益

雇用調整助成金 966 -

受取補償金 - 256,179

賃貸借契約解約損戻入益 15,407 -

特別利益合計 16,374 256,179

特別損失

固定資産処分損 19,638 5,585

減損損失 12,934 26,944

休業手当 739 -

賃貸借契約解約損 9,988 10,952

災害による損失 4,258 -

特別損失合計 47,559 43,482

税金等調整前四半期純利益 466,806 598,763

法人税、住民税及び事業税 10,687 9,699

法人税等調整額 33,857 4,801

法人税等合計 44,544 14,500

四半期純利益 422,262 584,262

親会社株主に帰属する四半期純利益 422,262 584,262
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2022年２月21日
　至 2022年11月20日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2023年２月21日
　至 2023年11月20日)

四半期純利益 422,262 584,262

四半期包括利益 422,262 584,262

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 422,262 584,262

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（財務制限条項）
当第３四半期連結会計期間末の１年内返済予定の長期借入金のうち156,853千円には、以下の財

務制限条項が付されております。
・2019年２月決算期を初回とする各年度決算期の末日における連結貸借対照表において、純資産の
部の合計額を、2018年２月決算期の年度決算期の末日における純資産の部の合計額又は前年度決算
期の末日における純資産の部の合計額のいずれか大きい方の75％以上に維持すること。
・2019年２月決算期を初回とする各年度決算期の末日における連結損益計算書において、経常損益
の金額を０円以上に維持すること。
なお、前連結会計年度末において上記財務制限条項に抵触しておりますが、金融機関から期限の

利益の喪失に係る権利の放棄を得ております。

　


